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選と選後感想 ◯佳作★特選

藤森吟二選

「縮む」

4 ★ 五人の子育てた母の縮んだ背 美津子

＊ 偉大なる母は晩年には小さくなります

7 〇 二丁目で浮き浮き義母と鉢合わせ 沢渡隆

＊ 二丁目は新宿として取りました。ホモ・オナベが集まるそこで、嫁の母に遭ったらやばいですね

22 〇 寒い朝あと一分と亀になる 大吉

＊ 同感

5 〇 身長が縮む還暦過ぎてから 帆波

＊ 私は2センチ縮みました。同感

「梅」

44 ★ 梅雨明けて貴男の事は絶ち斬ろう 由香里

＊ 何かきっかけがないと断ち斬れない。女は男よりあきらめが早いそうだ

26 〇 梅が香を愉しむ人の手に白杖 俊郎

＊ 目が見えなくても梅の香に春を感じる。風流な方だ

24 〇 梅の木が初春の機嫌聞き分ける 煕

＊ 今年は梅の開花が遅い。桜も遅いか

27 〇 万能薬お茶に梅干し笑うババ 津田隆

＊ コロナ対策にも緑茶と梅干と笑いは効くそうです

宮澤さくら選

「縮む」

11 ★ 冬来たるほうれん草も縮んでる くに子

21 〇 コロナ禍で縮む命の価値を知る 裕治

39 〇 縮んでも原寸大で生きてます 大吉

44 〇 見渡せば格差広がり縮む夢 裕治



選後感想

＊ スーパーで見かけるようになった縮みほうれん草、寒さに耐えてうまみを増した。

コロナ禍で人間も縮んでしまった。でも人は苦労をして人の痛みがわかるのだと

教えられているようでもある。縮みほうれん草に気づいた作者に共鳴、心に響いた作品である。

「梅」

17 ★ 梅一輪春の扉を少し開け 悟

18 〇 梅見客減って鶯鳴きもせず 津田隆

29 〇 寒梅に力もらって明日に向く 田岡弘

41 〇 山坂を超えてこたつの梅二人 吟二

選後感想

＊ 梅一輪に春の気配を感じた作者、「春の扉を少し開け」という措辞がいい。

我が家の梅も一輪咲いて次がなかなか開かなかった。やっぱり春は待ち遠しいものである。

春の足音の聞こえる素敵な作品である。　

右田俊郎選

「縮む」

23 ★ 年老いて歯も髪も抜け背も縮む 泰則

＊ 老化には抗い難し。日々実感しています。

アンチエイジングを色々試すのですがこれといった効果は未だ無しです。

6 〇 太り過ぎ寿命も縮むテレワーク 泰則

＊ テレワークの弊害のひとつですね。時間を見つけて歩きましょ。

16 〇 伸び縮みしたくてゴムに憧れる 田岡弘

＊ 伸縮自在、耐久性も結構ありますし。それに比べて吾が頑迷固陋。御し難しと周りの眼。

44 〇 見渡せば格差広がり縮む夢 裕治

＊ このところ持ちこたえられなくなって閉店する店が増加。

「梅」

14 ★ 中国産紀州育ちと書いてある 帆波

＊ あるある感満載の一句。こういう知恵はどんどん出てくるのでしょうね。

2 〇 日の丸弁当たまにおかかは母の愛 吟二

＊ 吾が幼少の砌を思い出させる一句で懐かしい。裕福ではなかったもんなあ。

8 〇 梅一輪こんな日だったプロポーズ さくら

＊ あの時、断らなかったらと未だに悔い数多です。あの人今頃どこでどうして。

42 〇 どれにする松にしようかやっぱり梅 くに子

＊ たまには松にしようと思いつつもいざ注文となるとやっぱり梅。分かるなあこの気持ち。

津田隆選

「縮む」

39 ★ 縮んでも原寸大で生きてます 大吉

＊ 生きている限り、自分は自分でいたいものです。全く同感です。

14 〇 身長も歩幅も縮み夢縮む さくら

こんな時でも儲ける奴はいて儲かっているのですよね。不思議です。



＊ いくら歳をとっても夢はしぼませたくないですね。

22 〇 寒い朝あと一分と亀になる 大吉

＊ 笑いがあってとても良いと思います。

31 〇 ひと言が縮む心を解き放つ 俊郎

＊ 一言は大事ですよね、時に人を傷つけ、時に勇気を与える。

「梅」

43 ★ チョーヤでも過ぎれば二日酔いになる 帆波

＊ チョーヤ美味しいですよね。梅酒も焼酎ですから我々年寄は気を付けなければ。

9 〇 塩梅を知って大人の仲間入り 美津子

＊ いい塩梅ちいい加減、僕も身につまされました。

17 〇 梅一輪春の扉を少し開け 悟

＊ お洒落ですね、「春の扉」僕も使いたいです。

28 〇 梅愛でてまずは一献鶯と 由香里

＊ 粋でお洒落な酒の飲み方ですね。見習います。

吉田正夫選

「縮む」

39 ★ 縮んでも原寸大で生きてます 大吉

16 〇 伸び縮みしたくてゴムに憧れる 田岡弘

20 〇 服じやなく私が肥えただけのこと 由香里

31 〇 ひと言が縮む心を解き放つ 俊郎

選後感想

＊ 時が過ぎゆくことで、縮むことも劣化もしますが今を大切にしたいと思ました。

「梅」

17 ★ 梅一輪春の扉を少し開け 悟

6 〇 梅干しでお袋の味思い出す 泰則

29 〇 寒梅に力もらって明日に向く 田岡弘

30 〇 梅祭り梅酒に浸る花見酒 通男

選後感想

＊ 皆さんも梅や桜などの花が好きなので、良い思い出が多いのではないかと感じました。

原田大吉選

「縮む」

31 ★ ひと言が縮む心を解き放つ 俊郎

＊ そんな魔法の言葉知りたい

32 〇 飛躍するために縮んでいる休み 田岡弘

＊ ホップ、ステップ、ジャンプ

18 〇 七十路の男ゆっくり縮んでる 煕

＊ 私は八十路です

27 〇 弱点をつかれてちぢむ自尊心 仲子

＊ 私にも少し自尊心が



「梅」

17 ★ 梅一輪春の扉を少し開け 悟

＊ もうすぐ春ですね

25 〇 梅干しで昭和の頃を思い出し 正夫

＊ 日の丸弁当大日本帝国万歳？

8 〇 梅一輪こんな日だったプロポーズ さくら

＊ 酸っぱい思い出

43 〇 チョーヤでも過ぎれば二日酔いになる 帆波

＊ わが家では自家製一升瓶の梅酒

沢渡隆選

「縮む」

31 ★ ひと言が縮む心を解き放つ 俊郎

＊ 下五「解き放つ」がとてもにくい表現です。やられましたの傑作！ですよ。

4 〇 五人の子育てた母の縮んだ背 美津子

＊ お母さんお疲れさまが、伝わってくる秀句！背中の縮みに、ペーソスを感じます。

22 〇 寒い朝あと一分と亀になる 大吉

＊ 亀が、絶妙な味を出していますね。上手い！

27 〇 弱点をつかれてちぢむ自尊心 仲子

＊ ありますあります、そんなこと。「ちぢむ」にしたところの、効果が大！ですね。

「梅」

26 ★ 梅が香を愉しむ人の手に白杖 俊郎

＊ 傑作！です。この鋭い観察眼には、脱帽です。

10 〇 花見好き梅も桜も酒も好き 正夫

＊ 面白い！リズミカル！川柳ですねぇ。好きですよ、こんな句。

17 〇 梅一輪春の扉を少し開け 悟

＊ きれいな句ですね。「春の扉」、とても上手いですね。

33 〇 凛と咲く梅が私を叱咤する 大吉

＊ 下五「叱咤する」が、全てですね。なかなかの秀句！です。

田岡弘選

「縮む」

14 ★ 身長も歩幅も縮み夢縮む さくら

8 〇 身長も歩幅も縮み夢縮む 光美

21 〇 コロナ禍で縮む命の価値を知る 裕治

27 〇 弱点をつかれてちぢむ自尊心 仲子

選後感想

＊ 「縮む」の特選の句、高齢の私は、この句を実感しています。

「梅」

17 ★ 梅一輪春の扉を少し開け 悟

1 〇 梅干して喜怒哀楽が通り過ぎ 勇



3 〇 梅の花桜の前座させられる 悟

21 〇 梅の香を乗せて空飛ぶ怨み言 大吉

選後感想

＊ 「梅」の特選の句は、おっしゃる通り梅一輪の開花で春を感じ始めますね。

内田仲子選

「縮む」

1 ★ たらいまわし命拾いの救急車 勇

16 〇 伸び縮みしたくてゴムに憧れる 田岡弘

33 〇 里帰り母の便りで縮む距離 光美

35 〇 縮む身を今日は流せぬ仕舞い風呂 沢渡隆

選後感想

＊ 命の縮む思い実感ですねー

「梅」

27 ★ 万能薬お茶に梅干し笑うババ 津田隆

2 〇 日の丸弁当たまにおかかは母の愛 吟二

8 〇 梅一輪こんな日だったプロポーズ さくら

10 〇 花見好き梅も桜も酒も好き 正夫

選後感想

＊ 梅、花、やはり梅干し思い出します。

桜木美津子選

「縮む」

39 ★ 縮んでも原寸大で生きてます 大吉

＊ こうありたいものです。

31 〇 ひと言が縮む心を解き放つ 俊郎

＊ 的確な一言でやる気が出たことが何度もあります。

27 〇 弱点をつかれてちぢむ自尊心 仲子

＊ 身に覚えがあります。

28 〇 言い訳を聞くたび縮む赤い糸 さくら

＊ 面白い

「梅」

17 ★ 梅一輪春の扉を少し開け 悟

＊ 誰も春を待っています。ちょっと常套句の気がしますが！

8 〇 梅一輪こんな日だったプロポーズ さくら

＊ いい思い出ですね。(笑)

14 〇 中国産紀州育ちと書いてある 帆波

＊ 産地偽装ばかりで悲しい。

1 〇 梅干して喜怒哀楽が通り過ぎ 勇

＊ 長い年月を積み重ねての人生を思う。



古舘雄一郎選

「縮む」

38 ★ 誰だ通販のシャツ洗った奴は 煕

22 〇 寒い朝あと一分と亀になる 大吉

27 〇 弱点をつかれてちぢむ自尊心 仲子

44 〇 見渡せば格差広がり縮む夢 裕治

「梅」

17 ★ 梅一輪春の扉を少し開け 悟

14 〇 中国産紀州育ちと書いてある 帆波

8 〇 梅一輪こんな日だったプロポーズ さくら

33 〇 凛と咲く梅が私を叱咤する 大吉

井関由香里選

「縮む」

4 ★ 五人の子育てた母の縮んだ背 美津子

16 〇 伸び縮みしたくてゴムに憧れる 田岡弘

28 〇 言い訳を聞くたび縮む赤い糸 さくら

31 〇 ひと言が縮む心を解き放つ 俊郎

選後感想

＊ 食事を作ったり、洗濯をしたり、おんぶをしたり買い物をしたり…

それこそ身を粉にして縮ませて育ててくれてありがとう。

「梅」

2 ★ 日の丸弁当たまにおかかは母の愛 吟二

17 〇 梅一輪春の扉を少し開け 悟

24 〇 梅の木が初春の機嫌聞き分ける 煕

26 〇 梅が香を愉しむ人の手に白杖 俊郎

選後感想

＊ 梅と言う響きは、桜程に自己主張せず聞き心地と香りが好きです

今年は春のご機嫌☀が収まると良いですね。

八杉喜美子選

「縮む」

21 ★ コロナ禍で縮む命の価値を知る 裕治

＊ この時世コロナに勝てぬ事を自分自身が知る大事なことですね。

6 〇 太り過ぎ寿命も縮むテレワーク 泰則

＊ テレワークも良いような悪いような家だと好き勝手が出来てこまるかも。

27 〇 弱点をつかれてちぢむ自尊心 仲子

＊ 辛いﾈ〜それだけは言わないでと願うばかり。

43 〇 恋人と距離が縮んで幸せに 正夫

＊ お互いに離れて良さが再認識良いことですね。



「梅」

8 ★ 梅一輪こんな日だったプロポーズ さくら

＊ とてもロマンチックなありし日をいいですね、うらやましい。

5 〇 咲く桜その座奪われ嘆く梅 裕治

＊ 華やかに咲く桜に負けない梅がいとおしい。

42 〇 どれにする松にしようかやっぱり梅 くに子

＊ 迷うほどの美味しい食事やはり梅に落ち着くね。

44 〇 梅雨明けて貴男の事は絶ち斬ろう 由香里

＊ 心もスッキリ再出発応援したい。

吉川勇選

「縮む」

5 ★ 身長が縮む還暦過ぎてから 帆波

15 〇 高齢者人生縮図頬濡らす 通男

23 〇 年老いて歯も髪も抜け背も縮む 泰則

33 〇 里帰り母の便りで縮む距離 光美

選後感想

＊ 人生色々健康一番

「梅」

4 ★ 里帰り母の便りで縮む距離 田岡弘

7 〇 故郷の匂い梅の花の匂い 煕

18 〇 梅見客減って鶯鳴きもせず 津田隆

43 〇 チョーヤでも過ぎれば二日酔いになる 帆波

選後感想

＊ コロナはストレスをためて行きます

林くに子選

「縮む」

39 ★ 縮んでも原寸大で生きてます 大吉

＊ 原寸大というのが自然でとてもいいと思いました

16 〇 伸び縮みしたくてゴムに憧れる 田岡弘

＊ 伸びて縮んで又伸びてほんと憧れます

21 〇 コロナ禍で縮む命の価値を知る 裕治

＊ 今まで経験したことないコロナ、確かに色々考えさせられます

27 〇 弱点をつかれてちぢむ自尊心 仲子

＊ プライド高い人は焦ったでしょうね

「梅」

9 ★ 塩梅を知って大人の仲間入り 美津子

＊ 忖度とは違いますよね

3 〇 梅の花桜の前座させられる 悟

＊ 前座というところがおもしろいです。

5 〇 咲く桜その座奪われ嘆く梅 裕治



＊ 花見といえばやっぱり桜ですもんね

24 〇 梅の木が初春の機嫌聞き分ける 煕

＊ 今年は機嫌いいでしょうか？

阿部裕治選

「縮む」

19 ★ 縮んだねふたり並んで背くらべ 喜美子

13 〇 縮んだね大きくなった証拠だよ 俊郎

27 〇 弱点をつかれてちぢむ自尊心 仲子

28 〇 言い訳を聞くたび縮む赤い糸 さくら

選後感想

＊ ほのぼのとした共白髪の老夫婦が、縁側のある一戸建てで仲良く日々を過ごす光景が

目に浮かびます、はんなりとしたとても好きな作品ですね

「梅」

9 ★ 塩梅を知って大人の仲間入り 美津子

10 〇 花見好き梅も桜も酒も好き 正夫

17 〇 梅一輪春の扉を少し開け 悟

32 〇 在りし日の父思い出す梅古木 とし

選後感想

＊

それも庶民の知恵なのでしょう。意味深い人生観の作品ですね 

平井煕選

「縮む」

31 ★ ひと言が縮む心を解き放つ 俊郎

＊ いつどこで誰に何を言われたのか想像させる秀作です

11 〇 冬来たるほうれん草も縮んでる くに子

＊ 縮んだほうれん草は冬のみ生活感が出てる作品です

14 〇 身長も歩幅も縮み夢縮む さくら

＊ これ以上は縮まないで下さい

39 〇 縮んでも原寸大で生きてます 大吉

＊ 身体は縮んでも気持ちは自分を保ってる大事ですね

17 ★ 梅一輪春の扉を少し開け 悟

＊ 下5の少し明けが良かったと思います秀作です

3 〇 梅の花桜の前座させられる 悟

＊ さらっと詠んだとこが良かったです

18 〇 梅見客減って鶯鳴きもせず 津田隆

＊ 今時期を詠んだピッタリの作品です

10 〇 花見好き梅も桜も酒も好き 正夫

＊ まさに同感です

我がままや原理主義の正義感だけでは世渡りできないということを知って大人になっていくんですね。



高橋通男選

「縮む」

8 ★ 入らない服が縮んだせいにする 光美

＊ 体重増を服のせいにをユーモアに表現。

2 〇 ジャンボから年賀葉書に縮む夢 仲子

22 〇 寒い朝あと一分と亀になる 大吉

33 〇 里帰り母の便りで縮む距離 光美

「梅」

2 ★ 日の丸弁当たまにおかかは母の愛 吟二

＊ 昭和の味を表現！素晴らしい！

6 〇 梅干しでお袋の味思い出す 泰則

31 〇 コロナにも負けず咲いてる梅の花 泰則

42 〇 どれにする松にしようかやっぱり梅 くに子

関根悟選

「縮む」

28 ★ 言い訳を聞くたび縮む赤い糸 さくら

21 〇 コロナ禍で縮む命の価値を知る 裕治

31 〇 ひと言が縮む心を解き放つ 俊郎

27 〇 弱点をつかれてちぢむ自尊心 仲子

選後感想

＊

入選３句も、それぞれの縮むをうまく表現しています。

「梅」

8 ★ 梅一輪こんな日だったプロポーズ さくら

1 〇 梅干して喜怒哀楽が通り過ぎ 勇

7 〇 故郷の匂い梅の花の匂い 煕

35 〇 梅一輪春立つ風の散歩道 光美

選後感想

＊ 特選１句、入選３句は上記のとおりです。特選句は、あの頃の情景が目に浮かんできます。

春を感じる句ですね。入選３句も、それぞれの場面が目に浮かんできます。

沖光美選

「縮む」

44 ★ 見渡せば格差広がり縮む夢 裕治

＊ 大人子供問わず、コロナ社会の問題点、世相を反映している

6 良い句だと思いました。太り過ぎ寿命も縮むテレワーク 泰則

＊ 通勤、オフィスワークの大切さを心身ともに実感する句でした。

22 〇 寒い朝あと一分と亀になる 大吉

＊ 今の時期にピッタリの句ですね。

27 〇 弱点をつかれてちぢむ自尊心 仲子

＊ ハっと思い当たる句でした。　

特選１句、入選３句を上記のとおり選びました。特選句の縮む赤い糸という発想が素晴らしいですね。



「梅」

42 ★ どれにする松にしようかやっぱり梅 くに子

＊ あるあるの状況が目に浮かぶ楽しい句でした。

26 〇 梅が香を愉しむ人の手に白杖 俊郎

＊ 色と香りを感じる綺麗な句だと感じました。

37 〇 初孫が梅漬けしゃぶり渋顔に 雄一郎

＊ かわいらしさと愛情を感じる句でした

14 〇 中国産紀州育ちと書いてある 帆波

＊ 面白い句でした。

原泰則選

「縮む」

8 ★ 入らない服が縮んだせいにする 光美

＊ 中年の切なさを吹き飛ばす。わかっているが自分への言い訳

2 〇 ジャンボから年賀葉書に縮む夢 仲子

＊ 年末の庶民の風物詩としてあるある話。面白い句。

17 〇 縮んだと服に当たっている夫 悟

＊ 服に当たるのは自己中だが妻にそれを見せるのが絶妙。

21 〇 コロナ禍で縮む命の価値を知る 裕治

＊ コロナで有名人の死亡で命の尊さを知らされた。

「梅」

17 ★ 梅一輪春の扉を少し開け 悟

＊ 梅が春の扉を開けるという絶妙な表現である

5 〇 咲く桜その座奪われ嘆く梅 裕治

＊ 桜には勝てない梅の切なさが微妙に表れている。

19 〇 弁当箱でんと居座る梅干しが 仲子

＊ 日の丸弁当。これこそ日本の伝統弁当。力強い男の印だ。

29 〇 寒梅に力もらって明日に向く 田岡弘

＊ 春に相応しい清々しい表現が素晴らしい。

松橋帆波選

「縮む」

16 ★ 伸び縮みしたくてゴムに憧れる 田岡弘

＊ どんなことにも動じないで、柔軟に対応できるゴムの性質。そこに憧れる思いは良く解ります。

27 〇 弱点をつかれてちぢむ自尊心 仲子

＊ 良く解ります。人の心ってこんなにも脆いものなのです。

32 〇 飛躍するために縮んでいる休み 田岡弘

＊ 休むことは悪いことのように捉えられていた時代がありました。

今は、休まないと、会社が罰金を喰らう時代です。趨勢の変化を感じます。

休むことは次の動作のための準備運動なのです。

44 〇 見渡せば格差広がり縮む夢 裕治

＊ 格差の大きな社会は、実現可能性は限りなく小さいけれども、大きな夢を見る若者が増えるものです。

作品のように、夢まで縮んでしまうのは、格差の固定と右肩下がりの成長曲線を見せる社会ですね。



「梅」

41 ★ 山坂を超えてこたつの梅二人 吟二

＊ 日本画に見る老梅。沢山の節、曲がった枝、それでも上を目指す細い枝、人生を物語るものです。

「こたつの」が上手い。

9 〇 塩梅を知って大人の仲間入り 美津子

＊ 「塩梅」という言葉がいいですね。

妥協、落としどころ、裏表、折り合い、折衷、譲歩、屈服なんていうのもあるかも。

大人って色々大変なんです。

33 〇 凛と咲く梅が私を叱咤する 大吉

＊ しっかりしろよ！という声が聞こえてきそうです。寒い寒いと縮こまっていても、何も動かない。

自分からアクションしなさいと、梅からの無言の叱咤です。

44 〇 梅雨明けて貴男の事は絶ち斬ろう 由香里

＊ 実際の季節と捉えると、断ち切るのに梅雨明けは関係ないと思いますが、

決断するまでの鬱々とした感情を「梅雨」になぞらえていると捉えると、秀作だと思います。

＊松橋帆波氏による自句作品解説と投稿全作品鑑賞／別表

◆いけせん今後の予定

３月お題 「永遠」「描く」 投句各題２句

①投句締切　３月２０日　日曜日

②選と選後感想締切　３月２８日　月曜日　ＰＭ２：００

＊投句・選の送り先　　平井　煕 FAX・ハガキ可

h.hirai@j-eagles.co.jp

〒170-0005

東京都豊島区南大塚３－３４－６　南大塚エースビル２０１号

東京池袋川柳会事務局宛

年会費お支払いのお願い

２０００円／２０２３年分 定額小為替もしくは振込で３月内に願いします

＊銀行振り込み　　 　 他の金融機関より振り込みの場合↓

　 名義・ﾄｳｷｮｳｲｹﾌﾞｸﾛｾﾝﾘｭｳｶｲ ＊ゆうちょ銀行　店名・〇一八（ｾﾞﾛｲﾁﾊﾁ）　

＊ゆうちょ銀行　記号・10150　番号・1299511   　種目・普通預金　口座番号・129951

☀２０２２としま川柳誌上大会も締切終盤です、投句を宜しくお願いします。

(新型コロナウイルスオミクロン株蔓延防止等措置の為メール句会に切り替えて開催いたします)


